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１地域の特徴 ⑴地域類型別のモデル
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平成31年1月17日第6回都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会（国土交通省）「資料6：地域別モデルの検討について」抜粋

葉山町

➊人口
31,559人

❷面積
17.04k㎡

❸人口密度
1,852人/k㎡

※2021/4/1時点



１地域の特徴 ⑵大都市近郊型
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平成31年1月17日第6回都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会（国土交通省）「資料6：地域別モデルの検討について」抜粋



１地域の特徴 ⑶地方都市型
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平成31年1月17日第6回都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会（国土交通省）「資料6：地域別モデルの検討について」抜粋



２事例紹介 ⑴種類
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 ラストワンマイル対策として導入されている交通手段の種類。

6

デマンドタクシー
グリーンスロー
モビリティ

コミュニティバス
自動運転シャトル
自動運転タクシー

シェアサイクル
カーシェア

近距離モビリティ
電動キックボード

電動バイク
ライドシェア



２事例紹介 ⑵同規模自治体（大磯町）①

HayamaTown7

神奈川県令和3年度交通関係ソフト施策実施事例集

 大磯町 デマンド型乗合タクシー事業

■コスト・財源（令和2年度）
事業者（運行経費147万円・運行収入44万円） 自治体（補助額103万円）

■実施結果（令和2年度）
運行日数243日 便数895便 利用者数1,010人 登録者数279人

■概要
利用できる地域、目的地（６か所）を限定した「予約型乗合タクシー」で、
決められた乗降場所（30 か所）、時刻表（30 分間隔）により、予約のあった
乗降場所間を運行。

・運行日：月曜から金曜の平日運行
・運行時間：8 時から18 時までの 30 分間隔で運行
・運賃：一人 500 円
・予約方法： 8 時～17 時 30 分に、予約したい便の 30 分前までに電話で予約



２事例紹介 ⑵同規模自治体（大磯町）②
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神奈川県令和3年度交通関係ソフト施策実施事例集

 大磯町 デマンド型乗合タクシー事業



２事例紹介 ⑵地域住民による実施（横浜市）

HayamaTown9

神奈川県令和3年度交通関係ソフト施策実施事例集

 横浜市 地域交通サポート事業

■コスト・財源
地域活動の補助金 運行計画案検討等の支援 実証運行の補助金

■実施結果
平成21年度以降、17地区で実施

■考え方
⑴ 安全・安心な運行
・道路運送法による事業許可を得た交通事業者による運行

⑵ 地域の盛り上がり
・地域で継続的に話し合いができるグループを結成し、地域の力で実現して
いくという意識を醸成。継続的に利用することで安定した経営を目指す。

⑶ 行政からの財政支援に頼らない運行
・利用者より収受する運賃及び地域の資金（協賛金、自治会の負担金等）に
よる自立的な運行を前提とする。


